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本日（14日）、県労連人事委支部代交渉

現給保障廃止は容認できません！県人事委は神奈川らしい勧告を！
現給保障は、06年の給与構造見直し時の約束事であり、廃止は「不利益変更」にあたります

人事院は今年度の勧告の中で、「現給保障の廃止」を勧告しました。

「現給保障」とは、2006年の給与構造見直し時に俸給表の切替が行われ、俸給月額が平均4.8％引き下げられることに伴い、「勤務条件の不利益変更」を回避するための方策として、給与構造見直し後の俸給月額が、給与構造見直し前の金額に追いつくまで、その差額を保障するものです。これは当然、給与構造見直し完成の2010年度以降も継続するはずのものです。

神奈川においても、2006年に給与構造見直しが行われ、組合の推計では、現在でも40歳半ば以上の職員を中心に、全職員の４分の１、50歳台では約７割の職員が、1万円から3万円程度の現給保障を受けていると思われます。

あまりに理不尽な現給保障廃止勧告

現給保障を受けている職員は、2006年の給与構造見直しによって、本人には何の落ち度もないにもかかわらず、突如昇給を止められました。それが5年経ったら、今度は、数万単位の賃下げが行われる、こんなことは到底容認できません。

現給保障廃止なら再度給与構造見直しを

現給保障は、2006年の給与構造見直しの前提条件であり、不可分のものであると組合は考えます。

　万一、県人事委員会が、現給保障廃止に言及するのであれば、現在の給与制度自体、成り立たなくなり、新たな給与制度とあわせて勧告する必要があります。

現給保障廃止の人事院勧告内容
○2012（H24）年度は、改定（△0.49％）後の現給保障額の２分の１を減額（減額の上限は1万円）して支給し、2013（H25）年4月1日に廃止。
○現給保障額の廃止に伴って生じる制度改正原資を用いて、若年・中堅層を中心に、給与構造見直し期間中に抑制されてきた昇給を回復。2012（H24）年4月に、36歳未満の職員を最大２号俸、36歳以上42歳未満の職員を最大１号俸、2013（H25）年4月に、人事院規則で定める年齢に満たない職員を最大1号俸上位に調整。

※神奈川においては、給与構造見直し時に、昇給抑制は行っておらず、国同様の措置は適用できない。

人事院勧告解説

（１）月例給

① 俸給表の引下げ改定

・平均0.23％の引下げ改定

・50歳台を中心に、40歳台以上の職員が受ける号俸を対象に引き下げ。

・50歳台が在職する号俸：最大△0.5％、40歳台後半層が在職する号俸：△0.4％

②現給保障者の減額

・現給保障者は年齢に関わりなく全員が減額対象。

・現給保障者の新給料月額は、本年の行政職１表の最大の号俸別改定率（△0.49％）を削減した額。

③56歳以上かつ行政職1表6級相当以上の職員（医療職1表適用者を除く）の減額

・新給料表月額から1.5％を減額。

・対象者のうち現給保障者は、現在の現給保障額から0.49％削減した額からさらに1.5％を減額。

（２）年間調整

　4月から勧告が実施されるまでの月数について、4月の給与と6月一時金各々に、調整率（0.37％）を掛けた額を12月の期末手当で減額。

「業務に支障ある」59％も、「体調に支障ある」42％も、「予算、監査等、夏の業務は削減された」11％しか･･･で、今夏の節電の効果は！？

自治労県職労は、今夏の節電対策について、緊急で組合員アンケートを実施し、次のとおり取りまとめました。（次表参照）

　「業務に支障がありますか？」については、「少し」を含め59％が「支障ある」と回答。照明の設定についても、「少し」を含め51.5％が「支障ある」と回答しています。

　一方、節電対策の一環として、「定時退庁」や「休暇の取得促進」もありましたが、それを進めるための夏の業務の削減については、「削減」は、「少し」を含めても11.5％しかありませんでした。

また、冷房の抑制については、「少し」を含め42.2％が、「体調が悪くなった」と回答しています。

　熱中症対策については、どの回答を見ても、きちんと行われていたとは言えず、節電対策実施にあたっての約束違反であり、自治労県職労は本14日、当局に対して申入れを行ないます。
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